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全国労働衛生週間行事記録
当社の 51 期の始まりとともに、全国労働衛生週間が 10月1日から7日まで展開され、当社でも
週間に合わせて行事を行いました。

血圧と脈拍
今回の衛生週間期間中に血圧測定を実施しましたが、高血圧の人、低血圧の人、また脈拍が
高い人と健康リスクがある方がいました。普段の食生活から見直してみましょう。

高血圧に良い食べ物
タンパク質を多く含む食べ物 食物性栄養素分を含む食べ物 カリウムを含む食べ物
・卵　・大豆製品
・牛乳・魚

・ナス　・ブルーベリー
・トマト・ニンジン

・りんご　　・バナナ
・ほうれん草・アボカド

効果として血管壁を柔らかくす
る働きがあり、これにより血
管壁が拡張しやすくなることで
血液がスムーズに流れ血圧を
下げる効果があります。

ポリフェノールが細胞を老化さ
せる活性酵素の働きを抑制す
る作用を持っています。さまざ
まな色の食材を摂りましょう。

カリウムには、体内で不要に
なった水分や塩分を腎臓から
排出させる働きがあります。

場内教習 普通救命講習 血圧測定 管理車両点検
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十
月
十
一
日
、
五
十
一
期

の
経
営
計
画
に
つ
い
て
の
全

体
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
社

長
よ
り
前
期
の
反
省
と
五
十
一
期
の
目

標
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
会
社
に
と
っ
て
十
月
一
日
は
元
旦

で
あ
り
一
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
例
年

こ
の
時
期
に
一
年
間
が
ん
ば
る
指
針
で

あ
る
経
営
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
前

期
の
反
省
と
し
て
は
方
針
編
に
つ
い
て

は
、
な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
で

す
。
計
数
編
に
つ
い
て
は
最
終
の
数
字

は
出
て
い
ま
せ
ん
が
厳
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

五
十
一
期
は
創
業
一
〇
五
年
目
の
節

目
の
年
に
な
り
ま
す
。
記
念
事
業
と
し

て
組
織
改
革
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
藤
原
土
木
課
長
・
植
田
建
築

課
長
の
二
人
を
取
締
役
に
昇
格
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
総
務
は
品
管
・
総
務
を
合

せ
一
致
協
力
し
て
も
ら
い
ま
す
。
さ
ら

に
新
た
に
リ
ー
ダ
ー
職
を
設
け
、
主
体

的
に
業
務
を
進
め
若
い
人
の
手
本
と
な

り
指
導
し
て
課
内
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
若
い
職
員

を
長
期
的
な
視
野
で
の
教
育
の
為
、
十

年
の
長
期
目
標
を
計
画
し
ま
し
た
。
今

期
は
、
こ
の
経
営
計
画
書
を
い
つ
も
手

元
に
お
き
、
指
針
と
し
て
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
」

社
長
か
ら
の
説
明
後
、
安
全
部
の
方

針
編
と
全
体

の
計
数
編
に

つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の

後
、
各
部
門

に
分
か
れ
今

後
の
目
標
を

確
認
し
合
い

ま
し
た
。

第
五
十
一
期
は
、
平
成
二
十
四
年
七

月
に
創
業
一
〇
〇
周
年
（
会
社
設
立

四
十
五
年
）
を
祝
っ
て
か
ら
五
年
が
経

過
し
、創
業
一
〇
五
年
目
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
中
期
経
営
計
画
書
（
三
か
年
計

画
）
の
最
終
年
を
迎
え
る
期
で
も
あ
り

ま
す
。 

「
一
〇
〇
周
年
を
区
切
り
と
し

次
の
時
代
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
努
力
を
し
よ
う
」
と
誓
い
合
っ
て

か
ら
五
年
が
経
過
し
、 

ど
の
よ
う
に
会

社
が
成
長
し
た
の
か
を
検
証
し
、
あ
る

い
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
定
期
審
査
で
「
改
善
の

機
会
」
と
し
て
指
導
を
い
た
だ
い
た
事

項
も
踏
ま
え
て
第
五
十
一
期
の
目
標
を

設
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
五
十
一
期
の
目
標
の
柱
は

第
一
に
は
体
制
の
強
化
で
す
。
若
年

労
働
者
の
確
保
は
当
社
だ
け
で
な
く
建

設
業
全
体
の
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
若

者
に
魅
力
あ
る
会
社
に
な
る
よ
う
に
社

内
改
善
を
行
い
、
希
望
を
も
っ
て
当
社

に
入
職
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
社
員
の
皆
さ
ん
に
は

更
に
自
己
研
鑽
に
努
め
個
々
の
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

第
二
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
限
ら

れ
た
工
事
を
確
実
に
施
工
し
、
顧
客
満

足
を
図
り
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
ど
の
よ

う
に
努
力
し
行
動
し
て
い
く
の
か
を
部

門
毎
に
目
標
設
定
を
行
い
一
年
間
の
活

動
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま

す
。第

三
は
、
役
員
人
事
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
土
木
と
建
築
に
取
締
役
を
配
置

し
技
術
や
経
験
を
若
手
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
若
年
者
の
不
足
を
補
う
体
制
強

化
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
一
〇
五
周
年

の
記
念
事
業
と
し
更
な
る
飛
躍
の
年
で

あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

第
四
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
二
〇
一
五
年
版

へ
の
移
行
を
行
い
ま
す
。
一
九
九
四
年

版
に
よ
り
認
証
を
受
け
、二
〇
〇
〇
年
・

二
〇
〇
八
年
版
と
改
定
を
重
ね
て
き
た

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
規
格
で
す
が
、
今
後
も
継
続

し
て
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
を
前

提
に
二
〇
一
五
年
版
へ
の
更
新
審
査
を

今
期
中
に
受
け
、
さ
ら
な
る
「
た
く
ま

し
い
会
社
」
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
内
全
体
会
議

第
五
十
一
期
（
創
業
一
〇
五
周
年
）
を
迎
え
る
に
あ
た
り 

（
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
～
平
成
二
十
九
年
九
月
三
〇
日
） 

代
表
取
締
役　

増
田　

清
人
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で
の
学
校
給
食
に
ア
ロ
ー
マ
メ
ロ
ン
を

使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち

に
美
味
し
い
メ
ロ
ン
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
継
続
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
組
合
、
学
校
給
食

側
と
の
話
も
出
来
た
様
で
す
。

❖
十
一
月
の
イ
ベ
ン
ト
❖

十
一
月
十
八
日
（
金
）

ア
ロ
ー
マ
静
南
　
秋
作
品
評
会

今
回
も
入
賞
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

御
前
崎
市
大
産
業
ま
つ
り

御
前
崎
市
農
業
振
興
会
メ
ロ
ン
部
会

と
し
て
ア
ロ
ー
マ
メ
ロ
ン
ブ
ー
ス
を
出

展
し
ま
す
。
ま
だ
、
内
容
が
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
例
年
で
す
と
、
カ
ッ
ト
メ

ロ
ン
を
買
っ
て
い
た
だ
き
ガ
ラ
ガ
ラ
く

じ
を
引
い
て
メ
ロ
ン
が
当
た
る
と
い
う

事
を
や
っ
て

い
ま
す
。
ワ

ケ
あ
り
メ
ロ

ン
も
お
手
頃

価
格
で
販
売

し
ま
す
の
で

是
非
い
ら
し

て
下
さ
い
。

秋
の
祭
典
が
終
わ
り
、
街
や
自
然
は

秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
祭
典
の
疲

れ
が
や
っ
と
抜
け
て
、
今
年
も
残
り
二

カ
月
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。

さ
て
、
お
歳
暮
時
期
に
収
穫
を
迎
え

る
メ
ロ
ン
作
り
が
佳
境
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
一
年
で
一
番
メ
ロ
ン
の
需
要

が
多
く
、
山
下
メ
ロ
ン
園
で
は
お
か
げ

さ
ま
で
品
不
足
に
な
る
ほ
ど
の
ご
注

文
を
頂
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

❖
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
❖

先
日
、
果
物
店
の
仕
入
れ
担
当
の
方

か
ら
メ
ロ
ン
が
日
持
ち
す
る
と
い
う

鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
Ｐ
プ
ラ
ス
」

と
い
う
商
品
で
袋
状
に
な
っ
て
い
て

表
面
に
目
に
は
見
え
な
い
髪
の
毛
ほ

ど
の
穴
が
開
い
て
い
て
、
メ
ロ
ン
を
入

れ
袋
の
口
を
熱
で
閉
じ
ま
す
。
す
る
と

袋
の
中
は
低
酸
素
（
五
％
）
高
二
酸
化

炭
素
（
一
五
％
）
の
状
態
を
保
持
し
メ

ロ
ン
の
呼
吸
を
抑
え
冬
眠
状
態
に
さ

せ
て
日
持

ち
さ
せ
る

と
い
う
も

の
で
す
。

包
装
な

し
の
場
合

は
高
酸
素

（
二
〇
％
）

低
二
酸
化
炭
素
（
〇
％
）
で
、
日
持
ち

が
悪
い
で
す
。
密
封
の
場
合
は
低
酸
素

（
〇
％
）
高
二
酸
化
炭
素
（
二
〇
％
以
上
）

で
、
こ
ち
ら
の
場
合
は
呼
吸
が
出
来
な

く
な
り
腐
敗
し
た
り
、
臭
気
の
発
生
が

あ
っ
た
り
し
て
良
く
な
い
で
す
。
ま
だ

少
し
し
か
試
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

フ
ィ
ル
ム
に
入
れ
る
と
収
穫
し
た
と
き

の
メ
ロ
ン
の
状
態
を
二
週
間
く
ら
い
は
、

問
題
な
く
維
持
で
き
そ
う
で
す
。

今
後
は
需
要
期
の
た
め
に
保
存
し
た

り
、
国
内
外
問
わ
ず
流
通
に
も
使
え
そ

う
で
す
し
、
料
理
店
様
等
へ
の
納
入
時

の
食
べ
ご
ろ
調
整
に
も
応
用
が
利
き
そ

う
で
す
。
温
室
組
合
の
方
た
ち
と
も
研

究
を
重
ね
て
良
い
使
い
方
が
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

❖
地
産
地
消
❖

十
月
に
ア
ロ
ー
マ
静
南
管
内
の
市
町

日
本
一
を

　
　  

目
指
し
て

山
下
メ
ロ
ン
園
　
山
下 

剛

十
一
月
十
日
は
『
１
１
（
い
い
）

１
０
（
ト
）
イ
レ
』
と
い
う
こ
と
で
、

日
本
ト
イ
レ
協
会
が
一
九
八
六
年
に
ト

イ
レ
の
日
を
制
定
し
ま
し
た
。
風
水
な

ど
で
運
気
ア
ッ
プ
に
は
ト
イ
レ
が
重
要

だ
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

特
に
ト
イ
レ
掃
除
は
運
気
ア
ッ
プ
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎

日
掃
除
を
し
て
ト
イ
レ
を
い
つ
も
清
潔

に
保
つ
こ
と
が
、
運
気
ア
ッ
プ
の
一
番

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
と
は
い
え
、

毎
日
隅
々
ま
で
掃
除
す
る
時
間
が
な
い

方
は
、
ま
ず
は
マ
イ
ナ
ス
の
気
が
溜
ま

り
や
す
い
便
器
を
拭
く
こ
と
か
ら
始
め

て
く
だ
さ
い
。
除
菌
ス
プ
レ
ー
を
常
備

し
て
お
け
ば
、
ト
イ
レ
に
行
く
度
に

サ
ッ
と
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
時
間
の
あ
る
と
き
に
、
棚

や
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
床
ま
で
丁
寧

に
掃
除
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
日
を
機
に
自
宅
の
ト
イ
レ
掃
除
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

昨年の産業まつりの様子

鮮度保持フィルムに入れたメロン

今日は
何の日？
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行
事
記
録
（
9
27

〜
10
26

）

9
27	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

9
28	

御
前
崎
み
な
と
夏
祭
り
反
省
会

9
29	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

9
30	

掛
川
法
人
会
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

10
1	

平
成
二
十
八
年
度
御
前
崎
市
地
域
医
療
を
育
む
会
第
二
回
勉
強
会

10
4	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

10
6	

昭
和
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
・
浜
松

10
11	

社
内
全
体
会

10
13	

公
共
工
事
労
務
費
調
査
対
象
事
業
者
向
け
説
明
会
・
浜
松

10
14	

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
等
説
明
会
・
静
岡

10
18	

平
成
二
十
八
年
度
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協
力
事
業
所
連
絡
会

10
25	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

行
事
予
定
（
10
27

〜
11
26

）

10
27	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

	

平
成
二
十
八
年
度
静
岡
県
建
設
業
協
会
経
営
研
修
会
・
静
岡

10
28	

自
民
党
静
岡
県
支
部
党
員
・
党
友
の
集
い
・
浜
松

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

10
29	

第
五
回
校
友
会
静
岡
支
部
総
会
及
び
懇
親
会
・
静
岡

10
31	

藪
田
宏
行
静
岡
県
議
会
副
議
長
就
任
を
祝
う
会
・
掛
川

今
年
で
十
六
回
目
の
案
山
子
祭
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
来
年
の
大
河

ド
ラ
マ
「
お
ん
な
城
主
直
虎
」
の
放
送

を
控
え
、【
新
野
左
馬
之
助
公
の
里
】

新
野
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
直
虎
関
連
の

作
品
を
大
い
に
歓
迎
す
る
と
の
事
で
し

た
の
で
戦
国
時
代
の
足
軽
の
案
山
子
を

製
作
し
ま
し
た
。

製
作
に
関
し
て
は

胴
体
・
頭
・
手
な
ど

パ
ー
ツ
毎
に
作
り
、

最
終
的
に
全
部
を
繋

ぎ
合
わ
せ
ま
す
。（
服

の
中
身
は
針
金
や
ガ

ム
テ
ー
プ
が
グ
ル
グ
ル
巻
き
で
す
）
そ

の
後
は
皆
の
発
想
（
思
い
つ
き
？
）
で

い
つ
の
ま
に
や
ら
完
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
入
賞
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
可
愛
い
案
山
子
を
出
展
出
来
て
良

か
っ
た
で
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

新
野
案
山
子
祭
り
へ
の

参
加

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、

浜
岡
北
小
学
校
の
児
童
が
安
全
に
登
校

で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
大
き
な

声
で
挨
拶
し
て
き
て
く

れ
て
、
こ
ち
ら
も
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
夕

方
は
暗
く
な
る
の
が
早

く
な
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
早
め
の
ラ
イ
ト
オ

ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

校校

補補

助助

登登

今
回
縁
あ
っ

て
、
十
月
よ
り

入
社
い
た
し
ま

し
た
植
田
明
希

子
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
主
に
接

客
業
に
従
事
し
て
い
た
為
、
建
設
業
に

関
す
る
知
識
が
足
り
ず
、
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
で
も
早
く
、
十
分
に
役
立
て
る
よ

う
誠
心
誠
意
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

長
所
は
記
憶
力
が
良
い
の
と
、
短
所
は

そ
の
せ
い
で
勘
違
い
が
多
い
こ
と
で

す
。
皆
様
ど
う
か
、
間
違
い
を
見
つ
け

た
ら
、
遠
慮
な
く
ご
指
摘
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
日
々
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 総 務 部

植 田 明希子

新
入
社
員
紹
介

当
社
で
は
、
今
年
も
産
業
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
す
。
初
参
加
か
ら
数
え
て
四

回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
。
出
店
内
容

は
ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
過
去
の

反
省
を
活
か
し
て
活
気
あ
る
出
店
が
出

来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
十
二
回

御
前
崎
市
大
産
業
ま
つ
り

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
九
時
半
～

11月安全努力目標

作業安全
・吊り作業時における作業床の安全確保
・作業エリアを明確に合図の徹底
交通安全

・16 時よりライトオン実践
環境目標

・水道水の蛇口の閉め忘れに注意しよう

年度安全標語〈経験と慣れが生みだす大きな過心 
初 心 に 返 り 安 全 確 認 〉


